
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
２
２
秋
闘
の
要

求
提
出
支
部
分
会
は
１
０
０
支
部

分
会
で
、
３
７
支
部
分
会
が
前
進

回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
で
は
、
昨
年

秋
に
会
社
分
割
で
あ
ら
た
に
設
立

さ
れ
た
新
会
社
キ
ン
ド
リ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
か
ら
大
き
な
前
進
回
答
を
引

き
出
し
ま
し
た
。
第
一
は
、
定
年

後
継
続
雇
用
者
の
賃
金
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ

時
代
の
１
７
万
円
か
ら
２
万
円
増

の
１
９
万
円
と
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
で
は
定

年
部
継
続
雇
用
者
の
一
律
１
７
万

円
と
い
う
賃
金
に
つ
い
て
、
キ
ン

ド
リ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
在
籍
の
組
合

員
を
含
む
２
人
の
組
合
員
が
均
等

待
遇
に
反
す
る
と
し
て
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
と
キ
ン
ド
リ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
を

相
手
に
裁
判
と
労
働
委
員
会
で
争
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
前
進
回
答
は

こ
う
し
た
裁
判
闘
争
を
含
め
た
支

部
の
粘
り
強
い
闘
い
の
大
き
な
成

果
で
す
。

Ｎ
Ｃ
Ｒ
支
部
で
は
、
春
闘
で
引

き
出
し
た
１
日
１
５
分
の
時
短
の

実
施
時
期
を
確
定
さ
せ
た
ほ
か
、

組
合
へ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
貸
与

の
回
答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
一
要
求
書
へ
の
回
答
で

も
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
部
材
高
騰
・
調
達
難
に
関
す

る
経
営
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
協
力

し
て
く
れ
る
経
営
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
協
力

要
請
に
応
じ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

と
こ
ろ
で
も
、
社
名
を
明
ら
か
に

し
な
い
、
団
交
交
渉
員
の
個
人
の

立
場
で
な
ど
の
条
件
を
つ
け
な
が

ら
も
回
答
を
寄
せ
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
取
り

組
み
が
合
意
協
力
型
労
使
関
係
の

前
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
で
は
、
三
和
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
会
が
、
１
０
月
１
４

日
に
要
求
を
提
出
し
ま
し
た
。
指

定
回
答
日
は
１
０
月
３
１
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１
．
年
間
労
働
時
間
を
７
．
７
５

時
間
減
ら
し
て
１
８
２
９
時
間
と

す
る
こ
と
。

２
．
子
育
て
世
代
の
生
活
支
援
と

し
て
勤
務
時
間
の
短
縮
（
現
在
は

小
学
校
入
学
時
ま
で
、
１
日
２
時

間
ま
で
短
縮

有
給
扱
い
）
を
小

学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
こ

と
。

３
．
若
手
世
代
の
次
の
内
容
を
要

求
し
ま
す
。
（
イ
）
若
手
社
員
の

帰
省
手
当
制
度
を
作
る
こ
と
・

（
ロ
）
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
を

作
る
こ
と
。

４
．
定
年
を
６
５
歳
ま
で
延
長
し
、

６
０
歳
で
の
選
択
定
年
制
（
本
人

の
申
し
入
れ
に
よ
る
）
と
す
る
こ

と
。
当
面
、
年
金
支
給
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
定
年
延
長
す
る
こ
と
。

５
．
退
職
金
規
定
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
、
額
で
２
，
０
０
０
万
円

に
な
る
よ
う
に
、

６
．
再
雇
用
嘱
託
社
員
制
度
の
対

象
年
齢
を
７
０
歳
ま
で
に
延
長
す

る
こ
と
。

７
、
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善

（
才
年
制
の
改
善
）

８
．
人
間
ド
ッ
ク
を
４
０
歳
以
上

の
従
業
員
に
毎
年
実
施
す
る
こ
と
。

（
記
・
浅
岡
正
夫
）
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１
０
月
２
日
（
日
）
支
部
組
合
事

務
所
で
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
の
第

６
８
回
定
期
大
会
が
、
組
合
員
２
人

と
支
部
か
ら
長
谷
川
委
員
長
・
細
谷

副
委
員
長
・
今
野
さ
ん
・
石
田
の
４

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
原
本
社
や
高
崎
工

場
の
状
況
、
勤
務
地
問
題
や
退
職
金

問
題
、
今
後
の
会
社
の
展
望
や
人
生

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
事
前
に

配
布
さ
れ
て
い
た
議
案
書
を
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
で
前
進
も

①
賃
上
げ
は
、
『
見
送
り
・
生
活
支

援
金
３
万
円
支
給
』

②
『
一
時
金
は
３
年
連
続
で
１
年
間

２
．
９
ヶ
月
』
と
横
ば
い
で
し
た
が
、

こ
の
２
～
３
年
継
続
し
て
交
渉
し
て

い
た
要
求
で
あ
る
「
年
次
有
給
休
暇
・

時
季
指
定
の
５
日
」
問
題
と
「
営
業

社
員
の
休
日
出
勤
」
問
題
で
は
前
進

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

③
「
時
季
指
定
の
５
日
」
は
、
「
５

月
連
休
・
夏
季
休
暇
・
年
末
年
始
休

暇
に
各
１
日
を
振
り
あ
て
、
残
り
２

日
は
自
主
的
に
取
得
す
る
」
と
い
う

組
合
提
案
で
合
意
し
、
翌
年
度
の
カ

レ
ン
ダ
ー
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

④
営
業
社
員
の
休
日
出
勤
も
、
「
振

替
休
日
・
代
休
取
得
」
を
原
則
と
し
、

翌
賃
金
計
算
締
切
日
ま
で
に
「
振
替

休
日
・
代
休
取
得
」
が
出
来
な
か
っ

た
場
合
は
「
休
日
出
勤
手
当
を
支
給

す
る
」
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
こ
の
ほ
か
、
現
行
の
就
業
規
則
・

給
与
規
定
・
退
職
金
規
定
・
出
張
旅

費
規
程
の
提
出
や
、
３
６
協
定
・
１

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
協
定
の

確
認
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑥
「
本
社
事
務
所
に
組
合
掲
示
板
の

設
置
」
も
合
意
と
な
る
な
ど
、
労
使

関
係
に
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。

後
藤
社
長
の
急
逝
と
新
役
員

１
９
８
７
年
か
ら
３
５
年
間
、
代

表
取
締
役
だ
っ
た
後
藤
忠
義
社
長
が

入
院
し
て
か
ら
約
１
週
間
後
の
２
月

２
８
日
に
急
逝
し
ま
し
た
。
取
締
役

は
３
人
で
し
た
が
、
外
の
２
人
は

「
名
目
だ
け
の
取
締
役
」
だ
っ
た
た

め
、
新
し
い
取
締
役
が
５
月
１
７
日

の
臨
時
株
主
総
会
で
選
出
さ
れ
ま
し

た
。新

し
い
代
表
取
締
役
社
長
に
中
村

雅
伸
営
業
本
部
長
、
常
務
取
締
役
に

加
々
見
元
弘
営
業
副
本
部
長
と
富
本

静
夫
技
術
部
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
は
、
新
し
い
取
締
役
・
役
員

と
の
団
体
交
渉
を
５
月
下
旬
と
８
月

下
旬
に
２
回
開
催
し
、
合
意
事
項
を

労
使
協
定
と
し
て
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
も
労
使
の
話
し
合
い
を
密
に

し
、
長
年
未
解
決
と
な
っ
て
い
た
会

社
の
諸
問
題
や
諸
課
題
、
労
使
間
の

諸
問
題
や
諸
課
題
を
具
体
的
に
解
決

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。（

石
田
）

７１０４号 （２）

第６８回日本シャッター分会
定期大会終わる



（３） 7104号

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
物
価
高
。
要
因

の
一
つ
は
円
安
に
よ
る
輸
入
価
格
高
騰
。

円
安
の
要
因
は
日
米
金
利
差
。
（
千
兆

円
を
超
え
る
国
債
残
高
の
た
め
日
本
の

ゼ
ロ
金
利
政
策
を
や
め
ら
れ
な
い
。
に
っ

ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
状
況
）
▼
か

つ
て
日
本
企
業
の
品
質
管
理
は
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
が
、
毎
年
、
大
企
業

の
品
質
不
正
が
発
覚
し
続
け
て
い
る
。

今
年
で
は
三
菱
電
機
品
質
不
正
１
９
７

件
（
１
０
月
）
、
日
野
自
動
車
排
ガ
ス

不
正
（
７
月
）
な
ど
。
国
民
一
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
世
界
第
２
７
位
（
２

０
２
１
年
）
、
２
０
０
０
年
は
世
界
第

２
位
。
科
学
研
究
力
で
は
、
論
文
引
用

数
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１
０
％
で
は
世
界
第
４
位

（
１
９
９
５
～
１
９
９
７
年
）
か
ら
世

界
第
１
２
位
（
２
０
１8

～
２
０
２
０

年
）
。
賃
金
上
昇
率
は
主
要
３
３
ヵ
国

中
３
３
位
（
１
９
９
５
年
の
賃
金
を
１

０
０
％
と
し
た
と
き
日
本
の
み
９
５
．

８
％
と
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
）
。

国
力
の
低
下
も
円
安
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
安
い
日
本
。
▼
こ
う
し
た

国
力
の
低
下
は
防
衛
力
の
増
強
で
は
解

決
で
き
な
い
。

【
平
和
で
な
く
っ
ち
ゃ
】

『
「
改
訂
版
」
わ
た
し
た
ち
と

労
働
組
合
』
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
教
科

書
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
１
月
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ

と
通
信
産
業
労
組
が
統
一
し
、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
と
し
て

作
成
し
た
最
初
の
教
科
書
で
す
。

こ
の
教
科
書
は
、
１
３
年
前
発

行
し
た
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
教
科
書
「
わ
た

し
た
ち
と
労
働
組
合
（
ス
タ
ン
ダ
ー

ト
編
）
」
を
ベ
ー
ス
に
大
幅
に
改

訂
し
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
、
中
央
・
地

本
な
ど
役
員
の
交
代
も
あ
り
、
特

に
職
場
組
合
役
員
の
世
代
交
代
が

急
速
に
す
す
み
、
た
た
か
い
の
歴

史
の
な
か
で
築
い
て
き
た
財
産
が

十
分
継
承
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

日
本
全
体
で
は
、
労
働
組
合
加

入
率
も
１
９
８
０
年
頃
に
は
３
人

に
一
人
が
労
働
組
合
に
入
っ
て
い

た
の
に
、
２
０
２
１
年
に
は
組
織

率
１
６
・
９
％
と
５
人
に
一
人
に

な
っ
て
未
組
織
労
働
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
労
働

組
合
の
あ
る
職
場
で
も
、
日
常
活

動
が
停
滞
し
団
結
が
弱
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
様
な
状
況
下
で
、
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
や
職
場
は
ま

す
ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
相
次
ぐ
増
税
に
続
き
、

い
ま
生
活
必
需
品
の
高
騰
が
く
ら

し
を
直
撃
し
、
職
場
で
は
、
労
働

者
の
使
い
捨
て
の
働
か
せ
方
が
ひ

ど
く
な
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ

ラ
や
働
き
す
ぎ
か
ら
心
身
の
病
に

苦
し
む
仲
間
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
労
働
者
の
不
満
・
要
求
は
ま

す
ま
す
切
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
労
働
組
合
の
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
が
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
本
（
教
科
書
）
は
、
わ
か

り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
と
読

ん
で
思
い
ま
し
た
。

こ
の
教
科
書
を
使
っ
て
、
新
し

く
組
合
員
に
な
っ
た
方
や
長
年
組

合
に
加
入
し
て
活
動
し
て
き
た
方

を
含
め
、
読
ん
で
理
解
を
深
め
、

ま
ず
は
「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
の
労
働
組
合
と
は
」
を
職
場
や

組
合
の
仲
間
で
討
議
を
し
て
、
多

く
の
働
く
仲
間
に
「
一
緒
に
要
求

実
現
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
労

働
組
合
加
入
を
勧
め
る
本
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。《

記

矢
部
常
次
》

《
追
記
》

川
崎
支
部
組
合
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
本
を
支
部
財
政
で
購

入
し
、
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
支
部
報
読
者
や
購
読
希

望
の
方
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

川
崎
支
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



私
も
９
月
で
７
８
歳
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
３
０
年
か
よ
っ
て
い
る
ジ
ム
に
毎
日
顔

を
出
し
て
歩
行
と
足
の
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
行
い
自
分
の
足
で
生
活
を
し
て
い
け
る

様
に
努
力
は
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
不
安
で
す
。

朝
起
き
る
と
音
楽
の
Ｃ
Ｄ
を
か
け
時
間
の
合

間
を
見
て
ギ
タ
ー
に
さ
わ
る
様
に
し
て
い
ま
す
。

又
、
近
く
の
音
楽
教
室
に
週
１
回
で
コ
ー
ラ
ス

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
３
年
は
練
習
の
時

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
マ
ス
ク
を
か
け
て
や
っ
て

い
ま
す
。

今
年
も
１
０
月
の
休
日
に
神
奈
川
公
会
堂
で

発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
緊
張
し
な
が
ら

も
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
出
演
者
の
皆
さ

ん
の
や
り
終
え
た
達
成
感
で
と
っ
て
も
い
い
笑

顔
で
し
た
。

川
崎
支
部
の
支
援
で
ユ
ニ
オ
ン
金
型
が
解
決

（
１
９
９
０
年
１
０
月
１
０
日
勝
利
集
会
）
し

ま
し
た
。
そ
の
後
５
０
歳
の
時
、
同
じ
金
型
関

係
の
会
社
に
勤
め
６
０
歳
で
定
年
を
機
に
退
職

し
年
金
を
貰
い
な
が
ら
横
浜
市
の
地
下
鉄
で
駅

務
員
を
や
り
ま
し
た
が
、
収
入
増
の
為
年
金
が

カ
ッ
ト
さ
れ
バ
カ
バ
カ
し
く
な
り
１
年
で
退
職

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
川
崎
市
の
、
競
輪
場
、
競
馬
場
の

ガ
ー
ド
マ
ン
を
６
年
程
や
り
ま
し
た
が
、
そ
の

間
、
両
膝
に
強
い
痛
み
が
続
き
（
病
名
：
変
形

性
膝
関
節
症
）
退
社
。
２
年
間
を
か
け
手
術
し

身
体
障
害
者
３
級
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
自
分
の
体
の
事
を
考
え
、
３

０
ｋ
ｇ
減
量
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
手
術
後
に
は

飲
ん
で
い
ま
せ
ん
。

生
活
面
で
膝
が
９
５
度
し
か
曲
が
ら
ず
自
転

車
は
乗
れ
ま
せ
ん
し
、

階
段
の
利
用
時
は
つ
ら

い
時
も
あ
り
ま
す
。
最

近
心
配
な
こ
と
は
人
の

名
前
や
言
葉
が
出
て
こ

な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

先
日
も
八
百
屋
前
で
野

菜
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
て
困
っ
て
し
ま
い
先

行
き
が
心
配
で
す
が
、
何
と
か
こ
の
現
状
を
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
コ
メ
ン
ト

大
友
さ
ん
の
印
象
は
、
と
に
か
く
何
事
に
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
で
す
。

昔
は
マ
ラ
ソ
ン
を
毎
日
走
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
又
、
文
化
面
で
は
、
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
て

い
る
事
も
聞
き
ま
し
た
。
神
奈
川
公
会
堂
で
発

表
会
も
し
て
い
る
事
。
と
て
も
真
似
が
出
来
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
川
崎
支
部
創
立
５
０
周
年

の
時
に
ギ
タ
ー
演
奏
を
２
曲
演
奏
し
た
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

機
会
が
有
れ
ば
ギ
タ
ー
演
奏
を
聞
き
た
い
も

の
で
す
。

【
小
林
正
一

記
】

7104号 （４）

（写真は高崎山で撮った写真です）



１
０
月
２
１
日
（
金
）
１
９
時
～

２
１
時
ま
で
川
崎
駅
東
口
で
、
街
頭

労
働
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
駅
前
の
恒
例
の
宣
伝
場

所
が
大
道
芸
人
の
方
と
ブ
ッ
キ
ン
グ

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
い
つ
も
と
少

し
場
所
を
変
え
て
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
医
療
関
係
者
が
３
名
参
加

し
、
専
修
大
学
の
兵
藤
先
生
も
参
加

し
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
の
新
し
い
英

語
版
の
パ
ン
フ
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
し
ば
ら
く
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ

ト
に
出
て
き
て
い
な
か
っ
た
仲
間
も

顔
を
出
し
て
く
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
賑

や
か
で
し
た
。
支
部
か
ら
は
、
浅
岡

さ
ん
、
矢
部
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
細

谷
の
４
名
が
参
加
し
、
浅
岡
書
記
長

が
兵
藤
先
生
に
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
新
し

い
教
科
書
「
わ
た
し
た
ち
と
労
働
組

合
」
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
英
語
版

パ
ン
フ
を
配
っ
て
い
る
と
そ
れ
を
目

に
し
た
外
国
人
の
方
が
声
を
掛
け
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
も
相
談
は
ゼ
ロ
件

で
し
た
。
課
題
で
す
。

１
２
月
の
労
働
相
談
は
、
医
療
相

談
と
コ
ラ
ボ
の
予
定
で
す
。

次
回
は
溝
の
口
デ
ッ
キ
１
１
月
１

８
日
で
す
。
【
細
谷
静
雄

記
】

川
崎
の
男
女
共
同
社
会
を
す
す
め

る
会
」
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
が
わ
女

性
会
議
か
わ
さ
き
」
「
川
崎
市
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
す
く
ら
む
２

１
）
」
主
催
の
『
非
正
規
シ
ン
グ
ル

女
性
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
』
が
２
０

１
９
年
、
２
０
２
０
年
に
つ
づ
き
Ｐ

ａ
ｒ
ｔ
３
が
１
０
月
２
２
日
（
土
）

「
す
く
ら
む
２
１
」
で
開
か
れ
ま
し

た
。
小
生
は
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ

イ
タ
ー
の
飯
島
裕
子
さ
ん
の
講
演
と

参
加
者
の
発
言
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

飯
島
さ
ん
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

女
性
の
働
き
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
？

と
し
て
、
①
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
②
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
③
派
遣
労
働

者
④
高
齢
女
性
に
つ
い
て
取
材
を
も

と
に
し
た
具
体
的
な
事
例
で
、
女
性

の
置
か
れ
て
い
る
問
題
点
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
今
、
わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き

る
か
？
」
と
し
て
、
◎
”
生
き
づ
ら

さ
“
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

◎
”
個
人
“
で
な
く
”
社
会
“
の
中

で
”
生
き
づ
ら
さ
“
を
位
置
づ
け
る

こ
と
◎
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
声
を

上
げ
る
こ
と
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
自
分
自
身
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

共
働
き
正
社
員
の
女
性
、
５
０
代
非

正
規
の
シ
ン
グ
ル
女
性
、
５
０
代
正

社
員
の
シ
ン
グ
ル
女
性
、
６
０
代
非

正
規
で
飲
食
店
で
働
く
シ
ン
グ
ル
女

性
等
。
ま
た
、
女
性
の
市
会
議
員
や

国
会
議
員
の
女
性
の
秘
書
の
方
の
発

言
も
あ
り
ま
し
た

小
生
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

６
９
歳
の
非
正
規
で
飲
食
店
で
働
く

女
性
の
発
言
で
し
た
。
「
コ
ロ
ナ
禍

で
一
方
的
に
シ
フ
ト
が
減
ら
さ
れ
賃

金
の
保
証
も
な
く
生
活
が
困
難
に
な

り
労
働
組
合
に
相
談
し
川
崎
地
域
労

組
の
力
を
借
り
約
６
ヶ
月
交
渉
を
し

て
少
し
支
払
わ
れ
た
が
、
生
活
が
成

り
立
た
な
く
て
生
活
保
護
で
今
は
生

活
し
て
い
る
。
」
と
い
う
話
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
「
ま
た
コ
ロ
ナ
の

第
８
波
が
来
て
こ
ん
な
生
活
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
と
不
安
だ
。
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

小
生
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
飲

食
店
で
は
た
ら
く
非
正
規
の
状
況
な

ど
は
知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、

当
事
者
か
ら
直
接
話
を
聞
い
て
、

『
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
は
こ
う
い

う
こ
と
な
ん
だ
』
と
初
め
て
不
安
を

感
じ
ま
し
た
。
【
細
谷
静
雄

記
】

（5） 7104号

Ｎ
Ｏ
Ｐ
法
人

ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

街
頭
労
働
相
談
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

クロスワードパズル７１０３号

７１０３の回答
ショクヨクノアキ（食欲の秋）でした。

応募者は5名で全員正解でした。次回もどしどし

応募下さい。

石田洋司さん 合同分会 図書カード

尾崎康尚さん 日本シャッター分会 図書カード

澁谷裕之進さん 三和Ｅ分会家族 図書カード

菅原祐三さん 支部報読者 図書カード

長谷川祥子さん 三和Ｅ分会家族 ビール券

今後の日程
１０月２７日（木）ＪＭＩＴＵ中央行動

２９日（土）労働相談（支部事務所）13：00～

３０日（日）川崎労連定期大会（教育文化会館）13：30～

３１日（月）三和エレクトロニクス分会秋闘団交（本社）17：30～

１１月０２日（水）第4回書記局会議（支部事務所）19：00～

０３日（水・祝）憲法大集会（国会図書館前）14：00～

０５日（土）労働相談（支部事務所）13：00～

０８日（火）未組織の組織化と地域支部活動の全国交流会（ZOOM）13:00～

川崎労連幹事会（ミューザ川崎）18:30～

０９日（水）年末一時金指定回答日

第4回支部報編集会議（支部事務所）18:30～

第７回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

１０日（木）ワーカーズネット運営委員会（ZOOM）18:30～

１２日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

１４日（月）ワーカーズネット相談ＰＴ（ZOOM）19:00～

１８日（金）ワーカーズネット街頭相談（溝の口デッキ）19:00～

１９日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２２日（火）第8回支部執行委員会（支部事務所）19:00～

２６日（土）労働相談（支部事務所）13:00～

２６日（土）13:30～２７日（日）14:30まで

２３春闘討論集会・第７回組織建設全国会議（ニューウェルシティー湯河原）

会場：城山体験学習館 展示コーナー

東京都稲城市向陽台４－６－１８

JR南武線「南多摩駅」下車 徒歩８分

時間：AM９：００～PM８：００

（初日１３：００～最終日１４：００まで）


